
 

 

長期入院精神障害者の地域移行に向けた具体的方策に係る検討について 

 

 

１．経緯 

 

 本検討会において、長期入院精神障害者の地域移行について、引き続きの検討課題

とされたことを踏まえ、検討を再開し議論を行うこととする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．検討内容 
 
＜検討の基本的考え方＞ 
 ①長期入院患者本人の意向を最大限尊重しながら検討する。 
②地域生活に直接移行することが最も重要な視点であるが、新たな選択肢も含め、

地域移行を一層推進するための取組を幅広い観点から検討する。 
 

＜検討の進め方（イメージ）＞ 
 ○長期入院患者の実態（患者像）、退院プロセスに係る既存サービス、地域の受け

皿としての既存施設等の課題を踏まえながら、さらに必要なサービス、施設の在

り方を検討する。 
 ○さらに、長期入院患者の意向に関する調査結果も踏まえ、退院意欲の喚起に向け

た支援の具体的在り方や病床の転換の可否の方向性も検討する。 
 

 

【精神障害者に対する医療の提供を確保するための指針案（抜粋）】 

（精神障害者に対する医療の提供を確保するための指針等に関する検討会 平成 25 年 12 月 18 日取りまとめ） 

・ 機能分化は段階的に行い、人材・財源を効率的に配分するとともに、地域移行を更に進め

る。結果として、精神病床は減少する。また、こうした方向性を更に進めるため、地域の受

け皿づくりの在り方や病床を転換することの可否を含む具体的な方策の在り方について精神

障害者の意向を踏まえつつ、様々な関係者で検討する。 

第８回 精神障害者に対する医療の提供を確保するための指針等に関する検討会 

平成２６年３月２８日（金） 資料２ 

 



検討スケジュール（案） 

 

３月２８日  第１回検討会 

        長期入院精神障害者の地域移行に向けた検討の方向性につ

いて議論 

 

４月中   作業チームにおいて患者の属性ごとに必要な対策等を整理 

 

５月中旬   第２回検討会 

        作業チームの検討状況を踏まえた議論 

        長期入院精神障害者等からの意見聴取結果の報告 等 

 

５月下旬   作業チームにおいて「具体的方策の在り方（今後の 

～６月上旬  方向性）」案を整理 

 

６月上中旬  第３回検討会 

        「具体的方策の在り方（今後の方向性）」の取りまとめ 

 

６月下旬   第４回検討会（予備日） 

        「具体的方策の在り方（今後の方向性）」の取りまとめ 


